
 

 

 

 

○進路の情報 集めていますか？ 

 ２学期も約１ヶ月が過ぎました。２学期はいろいろな行事が

あり、毎日が慌ただしく過ぎていく感じがします。今年は新型

コロナウイルスの影響で、例年とは違った形で行事を実施する

ことになりました。そんな中で９月の最初には文化祭がありま

した。動画や展示発表に向けて、準備に取り組んでいる人もたくさんいましたね。文化祭当日

にみなさんで協力して描いたモザイクアートも、素晴らしい作品に仕上がりました。また明日

は体育大会も実施されます。中学校生活の思い出として、一生懸命に取り組んでくれることを

期待しています。 

 さて、行事が終われば、いよいよ進路決定の時期です。みなさん、進路決定に向けて情報を

集めていますか？ 各学校のホームページを見れば、その学校の特色がわかります。中学校に

も「進路コーナー」を設置し、いろいろな学校のパンフレットを置いています。また県立高校の

ｅ-オープンスクールをはじめ、通常の体験入学も実施される学校が増えてきています。新型

コロナウイルスの心配もありますが、さまざまな方法で自分の行きたい学校の情報を集めてお

いてください。「思っていた高校生活と違った・・・」と後悔することのないように、まずはしっ

かりと情報を集めましょう。 

 

《進路情報：高等学校の課程・学科 について》 

 今回の進路通信では、「高等学校進学」について、少し詳しく紹介したいと思います。 

 高等学校には教育課程の違いにより、「全日制課程」・「定時制課程」・「通信制課程」の３つの

課程があります。課程により授業の時間帯や授業の方法などが違いますので、しっかりと確認

をしておいてほしいと思います。 

 

 全日制課程 

 おおよそ平日の日中に授業を行う課程であり、一般的に中学校と同じような時間帯・方法で

授業を行う課程です。多くの高校が全日制課程を取り入れています。学校に通う年限（修業年

限）は３年です。 

 定時制課程 

 夜間など日中以外の時間帯に授業を行う課程のことで、昼間働き、夜間に学校で学習すると

いう夜間定時制が多くなっています。近年では、より多様な教育の機会を保障するために、県

立大和中央高等学校のように朝・昼・夜の時間帯にそれぞれ授業を行う三部制をとっていると

ころもあります。修業年限は原則４年となっています。 
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 通信制課程 

 インターネットの普及に伴い、通信による教育を行う通信制課程の学校も増えてきました。

授業は主にネット配信で行い、数回のスクーリング（登校）や課題レポートで卒業に必要な単

位を修得する課程のことです。奈良県でも県立大和中央高等学校に通信制課程が設置されてい

ます。修業年限は３年以上となっています。 

 

 また、高等学校には多くの「学科」があります。多くは「普通科」ですが、それ以外にも多く

の学科があります。一部ですが紹介したいと思います。 

 

 普通科 

 中学校での学習とよく似ていますが、一般教科の学習を中心にさまざまな教科の学習を行い、

幅広い教養を身につけることを主な目的としています。 

 工業に関する学科 

 「ものづくり」の現場で必要とされる知識や技術などの専門科目を学習する学科のことで、

「機械科」「電気科」「建築科」「情報技術科」などの学科があります。 

 商業に関する学科 

 マーケティング、簿記、情報処理など、ビジネスで必要となる実践的な働く力を身につける

学科のことで、「商業科」「会計科」「情報科」などの学科があります。 

 芸術に関する学科 

 「音楽科」や「美術科」など芸術分野に特化した授業を行う学科を設置している学校もありま

す。芸術の専門性を深く学ぶ学科です。 

 国際（英語）に関する学科 

 グローバル化が進む世界に対応するため、言語や文化など国際理解を深める教育を行う学科

のことで、「国際科」や「英語科」などの学科があります。 

 

 上記の学科はほんの一部であり、他にもさまざまな学科が設置されていますので、自分の興

味のある学科から進路選択を考えることも１つの方法であるかと思います。「情報」を多く集

めておくことが、自分の進路選択の幅を広げることにもつながりますので、しっかりと集めて

ください。分からないことがあれば何でも聞いてくださいね！ 


